
あらいちあき●大学・専門学校
のブランディング、プランニングの
戦略立案サポートを行う。ACC 
CMフェスティバル（第51回、第52
回地域テレビスポット地域ファイナ
リスト）ほか、広告賞の受賞多数。
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コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
感
染
リ
ス
ク
を
避

け
る「
安
全
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

の
手
段
と
し
て
、
W
e
b
を
は
じ
め
と

し
た
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
す
る

大
学
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

が
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
し
か
た
を
変
え
て
し
ま
っ
た
結
果
、

こ
れ
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
の
中
心
は
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
な

る
は
ず
で
す
。
そ
れ
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
「
何

を
発
信
す
る
か
」
重
視
一
辺
倒
か
ら
、

「
誰
に
対
し
て
、
何
を
使
っ
て
、
ど
の

よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る

か
」
を
重
視
す
る
方
向
に
変
化
す
る
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
は
「
個
別
対

応
」
そ
し
て
「
双
方
向
」
と
い
っ
た
特

性
が
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
紙
媒
体
で
載

せ
て
い
た
よ
う
な
情
報
を
W
e
b
サ
イ

ト
に
掲
出
し
、
一
方
的
に
発
信
す
る
形

で
は
、
そ
の
特
性
を
生
か
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
取
り
に
く
い
と
言
え

ま
す
。
特
に
若
者
が
活
用
す
る
S
N
S

に
つ
い
て
は
、
各
メ
デ
ィ
ア
の
特
徴
、

活
用
実
態
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　【
図
表
１
】
は
各
メ
デ
ィ
ア
利
用
の

新
た
な
潮
流
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　「
モ
ノ
」
で
は
な
く
、
新
し
い
体
験

や
人
間
関
係
と
い
っ
た
「
コ
ト
」
に
価

値
を
置
く
若
者
に
は
、
直
感
的
に
伝
わ

り
、
シ
ェ
ア
で
き
るInstagram

が

人
気
で
す
が
、
実
際
に
投
稿
す
る
タ
イ

プ
は
一
部
の
積
極
的
な
タ
イ
プ
で
、
大

半
は「
見
て
い
る
だ
け
」の
フ
ォ
ロ
ワ
ー

で
す
。
自
学
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
ど
ち
ら

か
、見
極
め
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

一
方
でY

ouT
ube

で
人
気
な
の
は
、

「
や
っ
て
み
た
」「
実
況
中
継
」
と
い
っ

た
「
リ
ア
ル
」
な
も
の
。
ク
オ
リ
テ
ィ

の
高
い
映
像
、
巧
み
な
編
集
よ
り
も
、

「
共
感
で
き
る
、
応
援
し
た
く
な
る
コ

ン
テ
ン
ツ
」
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
す
。

学
生
主
導
で
コ
ン
テ
ン
ツ
を
つ
く
る
こ

と
が
有
効
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、「
こ
う
見
ら
れ
た
い
」「
こ
う

個
別
対
応
、双
方
向
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
は

意
識
改
革
か
ら

見
せ
た
い
」
と
い
う
こ
だ
わ
り
の
下
、

ア
カ
ウ
ン
ト
を
使
い
分
け
、
自
己
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
を
す
る
高
校
生
も
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
１
人
１
メ
デ
ィ
ア
」
時

代
に
お
い
て
は
、
積
極
的
に
発
信
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
、
相
手
か
ら
も
情
報
が
得

ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。各
自
が「
自

分
が
好
き
な
も
の
」
を
視
聴
す
る
世
界

で
は
、「
上
手
」
よ
り
も
「
好
き
」
が

優
先
さ
れ
、
盛
り
上
が
っ
た
り
応
援
し

た
り
と
い
っ
た
行
動
を
促
し
ま
す
。

　
こ
う
し
た
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
を
ど
う

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
活
用
す
る
か
を
ま

と
め
た
も
の
が
【
図
表
２
】
で
す
。

　
タ
イ
プ
１
「
B
to
C
」
は
、
大
学

か
ら
高
校
生
へ
、
こ
れ
ま
で
紙
メ
デ
ィ

ア
中
心
で
行
わ
れ
て
き
た
活
動
で
す
。

発
信
内
容
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
や
す
い

一
方
で
、
高
校
生
の
心
に
響
く
「
リ
ア

ル
」
を
表
現
し
づ
ら
い
と
い
う
欠
点
が

あ
り
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
際
は

紙
媒
体
と
同
じ
内
容
を
W
e
b
で
展
開

す
る
の
は
避
け
た
ほ
う
が
得
策
で
す
。

　
タ
イ
プ
２
「
B
t
o
B
to
C
」
は
、

大
学
が
高
校
教
員
を
介
し
て
高
校
生
に

行
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
で

す
。
い
っ
た
ん
教
員
か
ら
の
認
知
・
理

解
が
得
ら
れ
れ
ば
、
継
続
的
な
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。
今
後
は
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
中
核
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
従
来
型
の

専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
営
業
的
な
高
校

訪
問
や
入
試
説
明
会
、
紙
資
料
の
送
付

で
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
目
的
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
図
り
に
く
い
も

の
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
が
難
し
い

今
、
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た

手
法
を
取
り
入
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
タ
イ
プ
３
「
C
t
o
C
」
は
、
大
学

が
在
学
生
を
活
用
し
て
高
校
生
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
手
法
で

す
。S
N
S
が
メ
イ
ン
に
な
る
た
め
に
、

完
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
言
え
ま
す
が
、
リ
ア
ル
な
魅
力

を
伝
え
る
に
は
最
適
で
す
。
今
後
、
新

し
い
広
報
活
動
の
一
つ
と
し
て
ト
ラ
イ

す
る
価
値
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
ブ
ラ
ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
従
来
の
や
り
方
に
固

執
し
な
い
、
意
識
改
革
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
こ
の
転
換
期
へ
の
対
応
は
大
学
の

評
判
を
上
げ
、
ブ
ラ
ン
ド
を
構
築
す
る

チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

は
、
高
校
生
の
社
会
へ
の
意
識
や
将
来

へ
の
展
望
、
職
業
観
、
進
路
選
択
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

彼
ら
の
気
持
ち
と
行
動
の
変
化
に
対
し

て
自
学
な
ら
ど
の
よ
う
な
「
学
び
」
を

提
案
す
る
の
か
？
　
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド

の
確
立
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【図表2】募集広報におけるデジタル化

ブ
ラ
ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

〜
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
へ
の
シ
フ
ト
と
そ
の
活
用

【図表1】SNS等のメディア利用の新たな潮流

・若者は見栄やプライドを体現する「モノ」ではなく、
新しい体験や人間関係といった「コト」にお金や時
間を消費する傾向が強い。

・Instagramの流行によってかっこいい、おしゃ
れ、仲良しなど、わかりやすく視覚的・直感的に
伝わる体験をシェアしたいという欲求がある。
・投稿するタイプは積極的で活動的なクラスの中
心的存在が多く、その他のタイプは「見てるだけ」
勢も多い。

・YouTubeで人気のコンテンツは「やってみた」
「How To」「ゲーム実況」といった、やってみたいけ
ど自分ではできない物事を簡単に理解できるもの。

演出や編集の巧妙さではなく、自分に有益な情
報、共感があるかどうかが高評価のポイント。
・作りこまれた広告やイメージ映像よりも、リアルで
臨場感のある映像のほうが人気が出やすい。

・TwitterやYouTube、Instagramなど、初期
投資なく個人が誰でも情報やコンテンツを発信で
きる時代。関心のあるテーマに応じてアカウントや

メディアを使い分け、写真や声・文章などで、自己
プロデュースをする若者が多い。
・情報発信・シェアをすることでファンを増やしたり、同
じ趣味の仲間と共感しあったりする行動が活性化。 

・情報を出すことで情報が得られることを知っ
ている。

・AbemaTV、Netflix、Amazonプライムビ
デオなど、テレビ以外で動画や映画が見られるコン
テンツが発達。
・テレビ全盛期にあったような、同じ時間に同じ番組を

見て、みんなで話題にするといった「同調視聴」が
なく、各々が好きなものを見て好きな時間を過ごす。

・TikTokやPokekaraのような、短い歌やダン
スで 盛り上がったり応援したりするものも、「うまい
人」ではなく「好きな人」が人気となる。

モノからコトへ ファンタジーからリアルへ

1人１メディア 「みんなが見てる」より「自分が好き」

コンテンツ、
コミュニケーションの

方法を見直し

ブランディングの
中核として 

取り組み拡大

広報活動の
一環として

検討・トライアル

B to C

紙メディアでも行われてきた従来型
の発信手法。発信内容のコントロー
ルは容易だが、その分受け手の高校
生に響く「リアル」を載せづらい。

高校教員の「推奨」「進路指導」の中
で情報が伝わる手法。高校教員の認
知度・理解度に大きく左右されるが、
いったん獲得した認知・理解は継続
するためブランド戦略が立てやすい。

デジタルメディアの進化・活用状況を
ふまえると今後重要になる手法。リ
アルを伝えるには最適な手法だがコ
ンテンツのコントロールが大学側で
やりにくい。

B to B to C C to C

O p i n i o n

タイプ1 タイプ2 タイプ3

高
校
生

高
校
生

高
校
生

在
学
生

大
学

大
学

大
学

高
校
教
員

＊ B=法人、C=個人

＊


